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広 報 連 絡 
＜市長定例記者会見資料＞ 

 
１ 件 名   「新しい文化芸術施設」の施設名称（仮称）等について 

 

２ 趣 旨   「新しい文化芸術施設」管理運営基本計画の策定にあわせ、施設

名称を『岡山芸術創造劇場（仮称）』といたします。 

また、今後の施設整備の検討にあたり、本施設が岡山市の文化

芸術拠点としてふさわしいものとなるようスーパーバイザーと

して劇場計画コンサルタントの「草加叔也（くさかとしや）」氏

から専門的・技術的助言や関連情報の提供などを行っていただく

予定です。 

 

３ 参 考 資 料   １ 新しい文化芸術施設【岡山芸術創造劇場（仮称）】 

管理運営基本計画 概要版 

２ 「岡山芸術創造劇場（仮称）」の外観等イメージ図 

３ 「草加 叔也（くさか としや）」氏のプロフィール 
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【参考資料２】 『岡山芸術創造劇場（仮称）』の外観等イメージ図

※本図は、市街地再開発組合が作成した現段階のイメージ図であり、今後の設計協議において変更になる可能性があります。

南西方向から



【参考資料２】 『岡山芸術創造劇場（仮称）』の外観等イメージ図

※本図は、市街地再開発組合が作成した現段階のイメージ図であり、今後の設計協議において変更になる可能性があります。

東側鳥瞰

大ホール 中ホール

賑わいのスペース



【参考資料３】 『草加 叔也（くさか としや）』氏のプロフィール

【プロフィール】

1957年11月 岡山県倉敷市生まれ

※幼少期から可知小学校三年生終了まで岡山市で過ごす。

1983年 ３月 東海大学大学院工学研究科建築学専攻博士課程前期修了

1988年 ２月 株式会社劇場工学研究所入所（研究員）

1989年10月 文化庁派遣平成元年度芸術家在外研修員として渡英

1990年10月 帰国後、株式会社劇場工学研究所主任研究員

1995年 ４月 劇場計画コンサルタント事務所創設

1997年 １月 有限会社空間創造研究所設立（代表取締役）

1997年 東海大学工学部建設工学科非常勤講師（劇場計画担当）～ 1999 年

2005年 東京芸術大学音楽学部音楽環境創造学科非常勤講師～2009年

2007年 東京芸術文化評議会・専門委員会委員（東京都）～2017年

（その他） (公社)全国公立文化施設協会 アドバイザー、東京都芸術文化評議会 文化政策部会 委員

(一財)地域創造 コーディネーター・委員、公益財団法人千葉県文化振興財団 理事 など

【岡山市との関わり】

草加 叔也（くさか としや）

有限会社空間創造研究所

代表取締役

【専門分野】

舞台芸術、ホール運営管理、

その他（劇場計画コンサルタント・

ホール計画・舞台技術）

同氏は、劇場・ホールなど演出空間を中心に基本構想から施設計画、そして管理運営計画（指定管理者選定支援業務を含

む）など劇場計画コンサルタントとして「新潟市民芸術文化会館（りゅ～とぴあ）」「兵庫県立芸術文化センター」「神奈川

芸術劇場（KAAT）」「可児市文化創造センター（ala）」「ミューザ川崎シンフォニーホール」「銀座セゾン劇場」「長久

手町文化の家」「国立劇場おきなわ」など各地の劇場施設づくりに関わるとともに、ピーター・ブルック、ユーリー・リュ

ビーモフ、ピナ・バウシュなどによる演出作品の日本公演で、技術監督として直接上演活動に携わる。現在、劇場計画コンサ

ルタント／空間創造研究所代表として活動。

同氏は、これまで「市民会館・市民文化ホールのあり方検討会」座長、それ以降の新しい文化芸術施設の整備検討に際して、

「基本構想」「整備に関する基本計画」「管理運営基本計画」などの策定にも関わり、検討懇談会のコーディネーター、市民

参加ワークショップやシンポジウムの進行・モデレーターを行うなど、岡山市の文化芸術の現状にも熟知している。


